
１．教育目的
　本学部は、経済学・経営学・会計学・情報学・法学など、多様化・複雑化する経済社会の問題発
見・解決に不可欠な社会科学の諸分野の教員を揃え、次のような人材の育成を目的とします。
　（１） 基礎学力（幅広い教養と論理的思考力）と広い視野（社会科学の諸分野の専門知識と実務

能力）を礎として、多様で変化の激しい予測困難な社会を体系的に理解できる人材
　（２） 個人の自立と他者との協働を図りながら、経済社会のさまざまな問題を真摯に受け止め、

その解決に向けて的確に判断し創造的・実践的・主体的に行動できる人材
　具体的には、金融業・サービス業・製造業などの各種産業や、公務・会計・税務・法務・商業教
育・調査研究等の分野において、国際社会及び地域社会で活躍できる人材の育成を目指します。

２．アドミッション・ポリシー
　上記のような教育目的に基づき、次のような人を求めています。
　（１）経済学・経営学・法学等を学ぶ上で必要となる幅広い基礎学力を有する人。
　（２） 社会・経済における諸問題に関心を持ち、卒業後、専門知識を活かして関連分野で能力を

発揮したい人。
　（３）主体的に学修し、新しいことに積極的に挑戦する意欲を有する人。
　（４） コミュニケーション能力を持ち、協調性があり活発に議論ができ、リーダーシップを有す

る人。

　また、特にスポーツ推薦入試では次のような人を求めます。
　（５） スポーツマネジメントに関心を持ち、関連する経営学・経済学などの専門領域の学修に積

極的に取り組める人。
　（６）スポーツの実践・普及・振興に関心を有する人。　

経済学部の教育目的とアドミッション・ポリシー



平成３０年度　和歌山大学経済学部
第３年次編入学学生募集要項

　本学部では、高等専門学校、短期大学や専修学校の卒業者、大学在学中の者や大学の学位取得者
など、様々な学修を経た方に、選考の上、本学部の教育課程を履修する機会を設けています。

入学時期及び入学年次
　入学の時期は平成30年４月とし、第３年次へ入学するものです。

募集人員

学　　　　　科
募　集　人　員

合　計
推薦編入学入試 一般編入学入試

経 済 学 科 5名 5名 10名

入学試験の種類
　　入学試験には、「推薦編入学入試」と「一般編入学入試」があります。
　「推薦編入学入試」に関する事項は２～３頁に、「一般編入学入試」に関する事項は４～５頁
に、両方に共通する事項は６～９頁にそれぞれ記載しています。

試験日程等

推薦編入学入試 一般編入学入試

出 願 期 間 平成29年６月19日（月）
　　　～６月21日（水）

平成29年８月７日（月）
　　　～８月９日（水）

試 験 日 平成29年７月22日（土） 平成29年９月12日（火）
　　及び９月13日（水）

合 格 発 表 平成29年７月28日（金） 平成29年９月29日（金）

入 学 確 約 書 提 出 期 限 平成29年８月31日（木）

入学意思確認書提出期限 平成29年10月31日（火）

入 学 手 続 期 間 平成30年３月下旬　※

　　※詳しくは合格通知書とともにお知らせします。
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１．出願資格
　次の【基礎資格】を有し、かつ、【要件】を満たす者
【基礎資格】
　次の各号のいずれかに該当する者。
（１）短期大学または高等専門学校を平成30年３月までに卒業見込みの者。
（２）大学入学資格を有する者で、高等学校・中等教育学校の後期課程及び特別支援学校
の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準
を満たすものに限る）を平成30年３月までに修了見込みの者。

（３）大学入学資格を有する者で、専修学校の専門課程のうち、修業年限が２年以上で、
かつ、課程修了に必要な総授業時数が1,700時間以上の課程を平成30年３月までに修
了見込みの者。

（４）大学入学資格を有する者で、外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の
学校教育制度において位置づけられる教育施設であって、文部科学大臣が指定するも
のの当該課程をわが国において平成30年３月までに修了見込みの者。

【要件】
　次のすべてに該当する者。
（１）出身学長または学校長が責任を持って推薦できる者（１校あたり２名までとする）。
（２）平成28年８月１日以降にTOEIC（Listening & Reading Test）を受験している者
（ただし、IPテストは除く）。

（３）取得単位数が37単位以上であり、かつ総取得単位数に占める「優・Ａ（100点満点
で80点以上）」の割合が50％以上である者。

（４）受験することを確約でき、合格した場合、入学を確約できる者。

２．出願期間
　　平成29年６月19日（月）から６月21日（水）まで

３．出願方法
　当該学長または学校長が推薦編入学志願者の出願書類等を一括して、和歌山大学学務課学務第
二係（〒640-8510　和歌山市栄谷930番地）宛てに「速達・書留」郵便にて、出願期間内に必ず
到着するように送付してください。

４．入試方法
　入学者の選考は、面接及び出願書類（TOEICの公式認定証を含む）を総合し、300点満点で評
価します。

推 薦 編 入 学 入 試
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５．試験日時及び場所
　　　　　日時：平成29年７月22日（土）　午前９時10分から
　　　　　場所：和歌山大学経済学部

６．受験上の注意
・受験票を必ず持参してください。
・受験票送付時に通知する集合時刻を厳守してください。
・集合時刻に遅れた場合は、受験を放棄したものとして取り扱うことがあります。

７．合格発表
（１）次の日時・場所において、合格者の受験番号を掲示します。

　　　　　日　　時：平成29年７月28日（金）　午前10時
　　　　　掲示場所：経済学部掲示板
（２）推薦学長または学校長宛てに合格発表掲示の写しを郵便で送付します。
（３）合格者へは、合格発表日に合格通知書を発送します。

※電話等による合否の問い合わせには一切応じません。

８．入学確約書の提出
　合格者は下記の期限までに、「入学確約書」（合格通知書に同封します）を提出してください。

　　　　　提出期限：平成29年８月31日（木）【必着】

９．入学前学習について
　合格者には、入学前学習に取り組んでもらいます。詳細は、後日、書面にて案内します。

10．推薦編入学入試に合格しなかった場合について
　推薦編入学入試に出願し不合格となった者は、本学部の一般編入学入試を受験することができ
ます。
　その場合には、改めてこの募集要項に記載する所定の手続により出願しなければなりません。
〔一般編入学入試出願期間：平成29年８月７日（月）～８月９日（水）〕

－ 3 －



１．出願資格
　次の【基礎資格】を有し、かつ、【要件】を満たす者
【基礎資格】
　次の各号のいずれかに該当する者。
（１）短期大学または高等専門学校を卒業した者及び平成30年３月までに卒業見込みの者。
（２）学士の学位を取得した者及び平成30年３月までに学士の学位を取得する見込みの者。
（３）修業年限４年以上の大学に２年以上在学し（平成30年３月をもって２年在学となる
者も含む）、62単位以上を修得している者（平成30年３月までに修得見込みの者を含
む）。

（４）大学入学資格を有する者で、高等学校・中等教育学校の後期課程及び特別支援学校
の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準
を満たすものに限る）を修了した者及び平成30年３月までに修了見込みの者。

（５）大学入学資格を有する者で、専修学校の専門課程のうち、修業年限が２年以上で、
かつ、課程修了に必要な総授業時数が1,700時間以上の課程を修了した者及び平成30
年３月までに修了見込みの者。

（６）外国において、４年制の大学またはこれに相当する大学を卒業した者及び平成30年
３月までに卒業見込みの者。

（７）外国において、４年制の大学またはこれに相当する大学に２年以上在学し（平成30
年３月をもって２年在学となる者も含む）、当該大学の卒業必要単位の２分の１以上
を修得した者（平成30年３月までに修得見込みの者を含む）であって、かつ、当該外
国の学校教育における14年の課程を修了した者（平成30年３月までに修了見込みの者
を含む）。

（８）大学入学資格を有する者で、外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課
程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられる教育施設で
あって、文部科学大臣が指定するものの当該課程をわが国において修了した者または
平成30年３月までに修了見込みの者。

【要件】
　平成28年８月１日以降にTOEIC（Listening & Reading Test）を受験している者（ただし、
IPテストは除く）。

２．出願期間
　　平成29年８月７日（月）から８月９日（水）まで

３．出願方法
　志願者本人が出願書類等を一括して、和歌山大学学務課学務第二係（〒640-8510　和歌山市栄
谷930番地）宛てに「速達・書留」郵便にて、出願期間内に必ず到着するように送付してくださ
い。

一 般 編 入 学 入 試
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４．入試方法
　入学者の選考は、筆記試験（小論文）200点、面接並びに出願書類（TOEICの公式認定証を含
む）を総合し評価した300点を合わせた500点満点で評価します。

５．試験日時及び場所
　　日時：＜小論文＞平成29年９月12日（火）午後１時10分～午後２時40分（90分間）
　　　　　＜面　接＞平成29年９月13日（水）午前９時10分から
　　場所：和歌山大学経済学部

６．受験上の注意
・受験票を必ず持参してください。
・受験票送付時に通知する集合時刻を厳守してください。
・集合時刻に遅れた場合は、受験を放棄したものとして取り扱うことがあります。

７．合格発表
（１）次の日時・場所において、合格者の受験番号を掲示します。

　　　　　日　　時：平成29年９月29日（金）　午前10時
　　　　　掲示場所：経済学部掲示板
（２）合格者へは合格発表日に合格通知書を発送します。
（３）和歌山大学経済学部ホームページに合格者の受験番号を掲載します。
　　　　http://www.wakayama-u.ac.jp/eco/
　　　　掲載期間：９月29日正午から10月２日午後５時まで
　　　　※ これは、本学部が情報提供の一環として行うものであり、公式の発表は上記(1)及び(2)

によります。
　　　　　 なお、掲載期間中でも機器の状態などにより、ホームページによる掲示を中断あるい

は中止することがあります。
※電話等による合否の問い合わせには一切応じません。

８．入学意思確認書の提出
　合格者は下記の期限までに、「入学意思確認書」（合格通知書に同封します）を提出してくださ
い。

　　　　　提出期限：平成29年10月31日（火）【必着】

９．入学前学習について
　合格者には、入学前学習に取り組んでもらいます。詳細は、後日、書面にて案内します。
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共 通 事 項
Ⅰ．出願方法等
１．出願方法
　入学志願者は、「２．出願書類等」に記載した書類を一括して必ず「速達・書留」郵便で送付し
てください（出願期間内必着、持参は認めません）。※推薦編入学入試は各学校で取りまとめの上
送付してください。一般編入学入試は、志願者本人が送付してください。
　　　　　【送付先】　〒640-8510　和歌山市栄谷930番地
　　　　　　　　　　　　　　　　 和歌山大学学務課学務第二係　TEL：073-457-7805
２．出願書類等

書類等 推薦編入学入試 一般編入学入試
入学志願票 本学部所定の用紙。
写真票・受験票 本学部所定の用紙。
推薦書 本学部所定の用紙（出身学長

または学校長が作成） （該当なし）

志望理由書 本学部所定の用紙
社会科学への関心を示す2000
字以内の志望理由書を本人が
自筆してください。

（該当なし）

最終学校の卒業
（卒業見込）証
明書または在学
（在学見込）期
間証明書

出身学長または学校長が作成
し、厳封したもの。
・専修学校修了見込者は、専
修学校が発行する修業年限が
２年以上で、かつ、課程修了
に必要な総授業時数が1,700
時間以上の専門課程を修了見
込である旨の証明書。
・日本語以外による証明書の
場合は日本語訳を添付してく
ださい。

出身大学（学部）長または学校長が作成し、
厳封したもの。
・大学中退の場合は、２年以上在学した旨の
証明書。在学している場合は、２年以上在学
（見込みも含む）している旨の証明書。
・大学改革支援・学位授与機構（大学評価・
学位授与機構）による学士の学位取得（見
込）者は、学位授与（見込）証明書。
・専修学校修了（見込）者は、専修学校が発
行する修業年限が２年以上で、かつ、課程修
了に必要な総授業時数が1,700時間以上の専門
課程を修了（見込）した旨の証明書。
・日本語以外による証明書の場合は日本語訳
を添付してください。

最終学校の成績
証明書または単
位修得（見込）
証明書

修得単位数が明記されたもの
とし、出身学長または学校長
が作成し、厳封したもの（履
修中の科目がある場合には、
履修中である旨の証明書）。
・取得単位数が37単位以上で
あり、総取得単位数に占める
「優・Ａ（100点満点で80点
以上）」の割合が50％以上で
あること。
・日本語以外による証明書の場
合は、日本語訳及びそれについ
ての説明書を添付してください。

修得単位数が明記されたものとし、出身大学
（学部）長または学校長が作成し、厳封した
もの（履修中の科目がある場合には、履修中
である旨の証明書）。
・外国の４年制の大学またはこれに相当する
大学に２年以上在学し、所定の単位を修得し
た等により出願する場合は、卒業必要単位数
がわかる資料（履修手引・修学規則等）の写し。
・日本語以外による証明書の場合は、日本語
訳及びそれについての説明書を添付してくだ
さい。
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TOEICの公式認
定証（コピー）

平成28年８月１日以降に受験したTOEIC（Listening & Reading Test）公式
認定証（Official Score Certificate）。

住民票（原本）、
在留カード（コ
ピー）または旅
券（コピー）

査証（ビザ）確認のため、外国籍の者のみ提出してください。

入学検定料
「振込金受付証
明書（C票）」また
は「収納証明書」

30,000円
以下の２つの納入方法のうちいずれかの方法でお支払いください。
（注）出願書類受理後は入学検定料の返還はできません。

金融機関 別添の振込依頼書により金融機関の窓口にてお振込ください。その際に受領
した「振込金受付証明書（C票）」を「入学志願票」の所定欄に貼り付けてく
ださい。
（注）「振込金受付証明書（C票）」に取扱金融機関の収納印があることを必ず
確認してください。収納印のないものは無効です。

コンビニエ
ンスストア
（日本国内
に限る）

詳細はＰ15を参照して、お支払いください。

「入学検定料・選考料　取扱明細書」の「収納証明書」部分を切り取って「入
学志願票」の所定欄に貼付して提出してください。
なお、払込期間が次のとおり決まっていますので、ご注意ください。

払
込
期
間

推薦 平成29年６月１日（木）午前０時～
平成29年６月21日（水）午後３時

一般 平成29年７月１日（土）午前０時～
平成29年８月９日（水）午後３時

あて名票 本学部所定の用紙。合格通知書を受け取る場所、氏名、郵便番号を明記して
ください。

「受験票在中」
封筒

本学部所定の封筒。志願者の住所、氏名、郵便番号を明記し、362円分の切手
を貼付したものを提出してください。

３．受験上及び修学上の配慮を必要とする者の事前相談
　身体に障がいを有する入学志願者で、受験上及び修学上特別な配慮を必要とする場合は、下記
の期日までにその旨を申し出てください。また、負傷等により特別な配慮等を必要とする場合も
同様に申し出てください。
　なお、申請内容によっては、本学部の試験日までに対応できず、特別な配慮が講じられないこ
ともありますので、なるべく早く申し出てください。

期　　　日　：＜推薦＞ 平成29年５月12日（金）午後５時　まで
　　　　　　　＜一般＞ 平成29年６月30日（金）午後５時　まで
【問い合わせ先】　〒640-8510　和歌山市栄谷930番地
　　　　　　　　　　　　　　和歌山大学学務課学務第二係　TEL：073-457-7805
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４．その他
（１）出願書類に記載する内容は、正確に記入してください。記載事項に偽りがあったときは、
入学後でも入学許可を取り消すことがあります。

（２）出願後は、提出書類の変更はできません。
（３）納付済の入学検定料は、いかなる場合でも返還しません。
（４）提出書類に不備のあるときは、受理しません。
（５）出願書類以外で、審査上必要な書類を請求する場合もあります。

Ⅱ．受験票の送付
　受験票は、大学において受験番号を決定の上、推薦編入学入試については平成29年６月27日以
降に、一般編入学入試については平成29年８月28日以降に、志願者宛てに郵送します。

Ⅲ．入学手続
合格者には、平成30年３月上旬に入学手続関係書類を送付する予定です。
また、入学手続期間は平成30年３月下旬の予定です。
※ 外国人留学生に限り、査証取得に日数を要することから、希望により２月中旬に入学手続を行うことがで
きます。詳しくは合格通知書とともにお知らせします。

Ⅳ．入学料、諸経費及び授業料
（１）入学前の主な納付金
　　入学料　282,000円
　　諸経費　学会費・同窓会費等　39,000円
　　　　　　各種学生団体諸会費　10,500円
（２）入学後に必要な納付金
　　授業料　半期分267,900円（年額535,800円）
※ 上記記載の金額は、平成29年度のものです。平成30年度入学者の納付金額については、決定
次第、別途お知らせします。
※在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

Ⅴ．既修得単位の認定
　本学入学前に大学または短期大学等において修得した単位について、本学部の卒業必要単位とし
て認定することがあります。詳細は、入学手続案内等にてお知らせします。

Ⅵ．入試情報開示
（１）志願者数、受験者数、合格者数、入学者数は和歌山大学ホームページで開示します。
　　http://www.wakayama-u.ac.jp/
（２）過去３年の試験問題（小論文）は、閲覧またはコピーできます（郵送も可）。
（３）平成30年度の小論文の試験問題と正解・解答例・出題の意図は、平成29年11月以降に開示
します。
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（４）試験成績は、受験者本人からの請求により、以下のとおり開示します（遠隔地等の場合は、
郵送も可）。
①開示時期：平成29年11月13日（月）から平成30年１月10日（水）までの２ヶ月間。
　　　　　　月～水の９時～17時。
②開示内容： 推薦編入学入試にあっては「面接及び出願書類」の得点、一般編入学入試に

あっては「小論文」「面接及び出願書類」のそれぞれの得点及び合計点を開示
します。

③必要書類：本学の受験票等
④開示場所：和歌山大学学務課学務第二係

（５）入試情報の開示については、下記にお問い合わせください。
【問い合わせ先】　〒640-8510　和歌山市栄谷930番地
　　　　　　　　　　　　　　 和歌山大学入試課
　　　　　　　　　　　 　　　TEL：073-457-7116

Ⅶ．個人情報の取り扱いについて
　個人情報については、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「国立
大学法人和歌山大学における個人情報の保護に関する規程」に基づいて取り扱います。
１　出願に当って知り得た氏名、住所、成績その他の個人情報及び入学者選抜にて得られた、
試験成績等の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選抜実施）、②合格者発表、
③入学手続業務、④入学後の教育指導等及び今後の入学者選抜方法の検討資料等の作成、⑤
その他、本学における諸調査・研究等のために利用します。
　また、入学者のみ⑥教務関係（学籍、修学指導等）、⑦学生支援関係（健康管理、就職支
援、授業料免除・奨学金申請等）、⑧授業料等徴収関係の業務を行うために利用します。
　なお、上記のように個人情報を利用する場合は、適正な管理に努めます。 
２　上記１の各種業務での利用にあたっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた
業者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。
　ついては、受託業者に対して、委託した業務を遂行するために必要となる限度で、知り得
た個人情報の全部または一部を提供します。

Ⅷ．その他
（１）募集要項の郵送を希望する場合は、下記宛てに返信用封筒（角形２号の封筒に215円分の

切手を貼付の上、住所、氏名、郵便番号及び朱書きで「ゆうメール」と明記したもの）を送
付してください。

　　　往信用封筒には、「経済学部第３年次編入学学生募集要項請求」と朱書きしてください。
【募集要項請求先】
　〒640-8510　和歌山市栄谷930番地　和歌山大学入試課　TEL：073-457-7116

（２）入学試験に関しては、下記にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　〒640-8510　和歌山市栄谷930番地　和歌山大学学務課学務第二係　TEL：073-457-7805
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和歌山大学経済学部入学案内

　本学部は、1922年（大正11年）に創立された旧制和歌山高等商業学校以来の伝統を受け
継ぎ、100年近くにわたって社会に多くの優れた人材を送り出してきました。この間、時
代と社会の要請にこたえながら、経済社会の理解に不可欠な学問分野である経済学、経営
学、会計学、情報学、法学の教員を揃え、論理的思考力、専門知識、実務能力、幅広い教
養を有する人材の養成に努めてきました。卒業後の進路は、金融・製造・流通・情報・公
務など多様な業種にわたり、昨今の厳しい就職状況下でも就職率は高い水準を保っていま
す。また、本学大学院経済学研究科修士課程に進学する学生もいます。

　近年の多様化・複雑化する社会においては、複数の学問分野にまたがる専門知識を活用
し、一人ひとりが他の人と協力しながら問題を発見・解決する能力が求められています。
そのような能力・資質を身につけるために、本学部は経済学、経営学、会計学、情報学、
法学の各学問領域での体系的な学修に加え、これらのうちのいくつかの学問領域の学修を
組み合わせたカリキュラムを備えています。
　このカリキュラムは、卒業後の進路において必要となる専門知識や実務能力などを考慮
して横断的な学問領域における授業科目を体系化しています。学生は初年時から将来の自
分の姿を思い描きながら主体的・計画的に学修を進めます。学修目標とそれによって目指
せる可能性のある代表的な進路により、次のような名称の「プログラム」があります。

「グローバル・ビジネス＆エコノミー」
　グローバルな視点から経済領域・経営領域で種々の課題に対応できる能力を身に付け、
グローバル企業、国際機関、NPO・NGOなどにおいて中心的な役割を担える人材となる
ことを目指します。

「企業分析・評価」
　企業の資金調達・運用から事業譲渡など、銀行の融資審査や証券会社の引受、会計事務
所のコンサルティング業務、一般企業のファイナンス関連業務などで企業価値の分析及び
評価を行うことができる人材となることを目指します。

「ビジネスデザイン」
　新たな視点から事業、企業の再活性化に取り組める能力を身に付け、企業の企画部門な
どにおいて、高い企画力を持って組織変革や業務改善を担える人材や、起業家などを目指
します。
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「企業会計・税法」
　会計学及び税法の視点からの実務能力を身に付け、企業の経理･財務部門において、会
計・法制度の知識をもとに組織活性化の支援に取り組む人材や、税理士、公認会計士、不
動産鑑定士、国家・地方公務員などを目指します。

「地域公共政策・公益事業」
　地域社会における課題解決能力を身に付け、地域の活性化を支援する国家・地方公務員
や、公益性の高い事業主体の職員などを目指します。

「サステイナブル・エコノミー」
　経済における持続可能性を実現できる多様性・柔軟性を有する能力を身に付け、企業の
CSR関連部門、社会的企業、環境NGO・NPOなどにおいて、多様な利害関係者と各組織
の橋渡しとなれる人材となることを目指します。
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学生生活
１．入学料免除の制度
　本学では、次の要件のいずれかに該当する場合は、本人の申請に基づき選考の上、入学料の全額
または半額を免除する制度があります。
　①入学前１年以内において本人の学資を主として負担する者（学資負担者）が死亡した場合
　②入学前１年以内において本人もしくは学資負担者が風水害の災害を受けた場合

２．入学料徴収猶予の制度
　本学では、次の要件のいずれかに該当する場合は、本人の申請に基づき選考の上、平成30年７月
末日（入学年度の７月末日が日曜日にあたる時は前々日まで、土曜日にあたる時は前日まで）を限
度として入学料の納入を猶予する制度があります。
　①入学前１年以内において本人の学資を主として負担する者（学資負担者）が死亡した場合
　②入学前１年以内において本人もしくは学資負担者が風水害の災害を受けた場合
　③経済的理由により入学料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる場合

３．授業料免除の制度
　本学では、次の要件のいずれかに該当する場合は、本人の申請に基づき選考の上、授業料の全額
または半額を免除する制度があります。
　①入学前１年以内において本人の学資を主として負担する者（学資負担者）が死亡した場合
　②入学前１年以内において本人もしくは学資負担者が風水害の災害を受けた場合
　③経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる場合

４．奨学金
（１）日本学生支援機構の奨学金
（申込資格）
　学業・人物ともに優秀で、経済的理由により修学が困難である者。

（奨学生の決定）
　本学が人物・健康・学力・家計の申込基準を満たしている奨学金申込者の中から選考の上、
日本学生支援機構に推薦します。同機構では審査の上、採用を決定します。基準を満たして
いても、予算の関係で採用されない場合があります。

（奨学金の種類）
〈第一種奨学金（無利子）〉･･････貸与月額　 自宅通学　　30,000円、45,000円から選択

自宅外通学　30,000円、45,000円、51,000円
から選択

〈第二種奨学金（有利子）〉･･････貸与月額　 30,000円、50,000円、80,000円、100,000円
120,000円から選択

（注）貸与月額については、平成28年度実績であり変更されることがあります。
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（２）地方公共団体等の奨学金
　日本学生支援機構の奨学金の他に、地方公共団体や各種団体等が扱っている育英奨学金制度
があります。これらの募集のほとんどが４～５月に集中しています。その他、大学に直接募集
のないものもありますので、各自、各団体や出身の都道府県等に問い合わせるようにしてくださ
い。

（３）家計急変奨学金
　本学には、学資負担者の家計急変（失職、破産、倒産、病気、死亡もしくは地震・風水害の
被害等）により修学を継続することが経済的に困難となった学生で、他の経済的支援が受けら
れない学生に対し、学費・生活費を援助することを目的とした奨学金制度があります。無利
子・貸与制で、一時金10万円、20万円、30万円から申請者が選択の上、年度を通じて臨時に申
請することができます。申請後は、審査の上、採用を決定します。

５．学生傷害保険等
（１）学生教育研究災害傷害保険（学研災）
　学研災は、学生が正課中、学校行事中、通学中、教育・研究のために大学施設内にいる間及
び課外活動（インターンシップ、介護体験、教育実習、保育実習、ボランティア活動）中等に
不慮の事故にあい、傷害を受けたり、あるいはそれらが原因で後遺障害を負ったり、死亡した
場合に、当該学生やその家族に保険金が支払われる全国的規模の補償制度です。

（注 ）本学が学生全員の学研災の保険料を負担し、一括加入していますので、個々に加入する
必要はありません。

（２）学研災付帯賠償責任保険（学研賠）【任意加入】
　学研賠は、学研災に加えて任意に加入できる保険で、日本国内外において、学生が正課中、
学校行事中、課外活動中（注１）及びその往復等で、他人にけがを負わせたり、他人の財物を
損壊したことにより生ずる法律上の損害賠償を保証する制度です。

（注１）この保険での「課外活動」とは、大学の規則にのっとった所定の手続きにより、イン
ターンシップまたはボランティア活動の実施を目的とした組織として承認を受けた学内学生団
体が行うインターンシップまたはボランティア活動をいいます。これ以外のクラブ活動中の事
故は保険金支払いの対象とはなりません。 ただし、正課または学校行事に合わせてその日のク
ラブ活動（大学が禁じているもの等は除きます。）に参加する場合、その住居と活動場所とな
る施設の間を合理的な経路及び方法により移動中に行った行為は対象となる活動に含みます。

（３）学研災付帯学生生活総合保険（学総）【任意加入】
　学総は、学研災及び学研賠では補償が不足すると思われる場合に、学研災に加えて任意に加
入できる保険で、学研災や学研賠では補償されない病気や日常生活でのケガ等についても補償
されます。この保険に加入すれば、賠償責任を負った場合の補償を含んでいるため、学研賠に
加入する必要はありません。
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６．学生寮
　本学には、次のとおり学生寮が設置されています。

区　　分 所　　在　　地 定　員 １室定員 新入生入寮
可能人員 備考

学生寮（男子） 和歌山市栄谷930番地
（大学構内）

１２０人 １人 約３０人 鉄筋コン
クリート
５階建学生寮（女子） 　５０人 １人 約１０人

　寄宿料は、月額4,300円となっています。なお、寄宿料は、和歌山大学学生寮管理運営規則の改
正により変更することがあります。
　寄宿料以外に、寮生活に伴う電気代、ガス代、水道代等の負担があります。

７．下宿・アパート
　市街地及び大学周辺のアパート・マンション等の斡旋は、和歌山大学消費生活協同組合（073－
456－4155）で行っていますので、各自問い合わせてください。なお、平均的な物件の家賃は月額
35,000円です。
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